
高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組 　（全員）

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

24

【知識及び技能】
　市場における政府の役割に関する基
本的な理解に基づき，金融の役割や財
政の機能，金融政策や財政政策のしく
みと経済に与える影響について，必要
な知識を理解し，身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　金融の役割と日本銀行の機能、政府
の役割と財政の機能，財政政策の基本
的な考え方を用いて，現在の金融政策
や財政政策について分かりやすく表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　金融の働き，財政および租税の役割
などに関わる課題の解決を視野に，主
体的に社会に関われるようになる。

・指導事項
　金融の役割と金融政策、財政の役
割と財政政策について理解し、現在
どのような景気調整が行われている
か理解する。
・教材
　教科書、資料集、動画
・「ワークノート」の活用　等 ほか

【知識・技能】
　市場における政府の役割に関する基本的な理解
に基づき，金融の役割や財政の機能，金融政策や
財政政策のしくみと経済に与える影響について，
必要な知識を理解し，身につけている。
【思考・判断・表現】
　金融の役割と日本銀行の機能、政府の役割と財
政の機能，財政政策の基本的な考え方を用いて，
現在の金融政策や財政政策について分かりやすく
表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　金融の働き，財政および租税の役割などに関わ
る課題の解決を視野に，主体的に社会に関わろう
としている。

○ ○ ○

中間考査
○

【知識及び技能】
　所有権や契約に関する基本的な理解
を踏まえ，契約の成立や解除などの資
料を活用して，法的な権利と責任に関
する知識を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　消費者問題の背景にある情報の非対
称性などの基本的な考え方を用いて，
あるべき消費活動の姿について判断
し，みずからの意見や主張を分かりや
すく表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　多様な契約および消費者の権利と責
任に関わる課題の解決を視野に，主体
的に社会に関われるようになる。

○ ○

○

【知識及び技能】
　これまでの学習を振り返りながら，
社会に主体的に参画し，共に生きる社
会を築くという観点から課題を見いだ
す。
【思考力、判断力、表現力等】
　これまでの学習を振り返りながら，
課題の解決に向けて事実を基に協働し
て考察，構想し，妥当性や効果，実現
可能性などを指標にして，論拠を基に
自分の考えを説明，論述する。
【学びに向かう力、人間性等】
　これまでの学習を振り返りながら，
幸福，正義，公正などに着目して，現
代の諸課題を探究する活動に積極的に
取り組み，持続可能な地域，国家・社

会および国際社会づくりに向けた役割
を担う，公共の精神を持った自立した
主体として，現代社会に見られる課題
の解決を視野に主体的に社会に関われ
るようになる。

・指導事項
　GDP（国内総生産）と国富、物価変
動と景気変動の関係、デフレスパイ
ラル、少子高齢化問題、租税、社会
保障、戦後史に関する事項の確認を
し、生徒自身でこれまでに学習した
ことを基にして諸問題について考察
し、論拠を基に自分の考えを説明・
論述する。
・教材
　教科書、資料集、動画
・「ワークノート」の活用　等 ほか

【知識・技能】
　これまでの学習を振り返りながら，社会に主体
的に参画し，共に生きる社会を築くという観点か
ら課題を見いだしている。
【思考・判断・表現】
　これまでの学習を振り返りながら，課題の解決
に向けて事実を基に協働して考察，構想し，妥当
性や効果，実現可能性などを指標にして，論拠を
基に自分の考えを説明，論述している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　これまでの学習を振り返りながら，幸福，正
義，公正などに着目して，現代の諸課題を探究す
る活動に積極的に取り組み，持続可能な地域，国
家・社会および国際社会づくりに向けた役割を担
う，公共の精神を持った自立した主体として，現
代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に

社会に関わろうとしている。

○

・指導事項
　所有権や契約に関する基本的な考
え方を理解するとともに、法的な責
任と権利に関する内容を理解し、消
費者として自ら判断できるよう知識
をみにつける。
・教材
　教科書、資料集、動画
・「ワークノート」の活用　等 ほか

【知識・技能】
　所有権や契約に関する基本的な理解を踏まえ，
契約の成立や解除などの資料を活用して，法的な
権利と責任に関する知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
　消費者問題の背景にある情報の非対称性などの
基本的な考え方を用いて，あるべき消費活動の姿
について判断し，みずからの意見や主張を分かり
やすく表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　多様な契約および消費者の権利と責任に関わる
課題の解決を視野に，主体的に社会に関わろうと
している。

○

１
学
期

Ａ　経済分野
【知識及び技能】
　市場機構や分業の考え方に基づき，
経済の三つの主体とその循環などの資
料を活用して，市場経済の考え方，限
りある資源を最適に配分するしくみ，
経済循環に関する知識を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　市場経済の考え方を用いて，市場機
構や分業のあり方を理解し，その内容
を分かりやすく表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　自立した経済主体として解決が求め
られる具体的な主題について、課題の
解決を視野に，主体的に社会に関われ
るようになる。

・指導事項
　市場機構や分業の考え方、経済主
体と経済循環、市場経済の考え方の
資源の最適配分する仕組みなどを理
解する。
・教材
　教科書、資料集、動画
・「ワークノート」の活用　等 ほか

【知識・技能】
　市場機構や分業の考え方に基づき，経済の三つ
の主体とその循環などの資料を活用して，市場経
済の考え方，限りある資源を最適に配分するしく
み，経済循環に関する知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
　市場経済の考え方を用いて，市場機構や分業の
あり方を理解し，その内容を分かりやすく表現す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自立した経済主体として解決が求められる具体
的な主題について、課題の解決を視野に，主体的
に社会に関わろうとしている。

○

○

倫理、政治、経済に関わる基礎について理解するとともに、資料から様々な情報を「調べ・まとめる」技
能を身に付ける

次年度１８歳成人を迎える、現・高校２年生
は、これからの世の中を創っていく力溢れる主
権者であることを確信し、自由に物事を考え・
批判的思考力を持ち・それらを表明し・意見を
ぶつけ・「声をあげていく」力を獲得する。

【学びに向かう力、人間性等】

公共
公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代社会の諸課題を捉え考察し、選択・判断す
るため
の手がかりとなる概念や理論について理解する
とともに、諸資料から、必要となる情報を適切
かつ効果的に「調べ・まとめる」技能を身に付
ける。

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断
の手が
かりとなる考え方、事実を基に多面的・多角的
に考察し公正に判断する力、合意形成や社会参
画を視野にいれながら構想したことを「議論す
る」力を養う。

教育図書 『新訂版 高等学校 公共』

公民

現代の諸課題について、事実を基に考察したり、公正に判断する力やその解決方法などを「議論する」力
を養う

自由に物事を考え・批判的思考力を持ち・それらを表明し・意見をぶつけ・「声をあげていく」力を獲得
する

公共

○

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

公民



３
学
期

Ｃ 倫社分野
【知識及び技能】
現代の社会が抱える課題等についての
知識を習 得し，その活用の方法を身
につける。
【思考力、判断力、表現力等】
 現代の社会についての諸資料を比
較・判断し，現代社会や日本が直面す
る変化についてまとめ，みずからの意
見や主張を分かりやすく表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
 現代の社会が抱える課題の解決を視
野に，主体的に社会に関われるように
なる。

・指導事項
　外国人、障がい者、ジェンダーな
ど共生社会を生きるうえでの社会が
抱える課題を理解し考察する。
・教材
　教科書、資料集、動画
・「ワークノート」の活用　等 ほか

【知識・技能】
 現代の社会が抱える課題等についての知識を習
得し，その活用の方法を身につけている。
【思考・判断・表現】
 現代の社会についての諸資料を比較・判断し，
現代社会や日本が直面する変化についてまとめ，
みずからの意見や主張を分かりやすく表現してい
る
【主体的に学習に取り組む態度】
 現代の社会が抱える課題の解決を視野に，主体
的に社会に関わろうとしている

〇 〇 〇

18
 宗教・思想・伝統文化と社会
【知識及び技能】
宗教が人々に与えているものを理解す
るために必要な知識を理解し，身につ
ける。
【思考力、判断力、表現力等】

人々の生活と宗教の関わりの資料を収
集し，宗教が人々の生活にもたらすも
のについて思考し，その内容を分かり
やすく表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
公共的な空間における課題の解決を視
野に，主体的に社会に関われるように
なる。

・指導事項
　世界三大宗教と日本の伝統文化に
ついて理解し、人々の生活にもたら
すものについて考察する。
・教材
　教科書、資料集、動画

・「ワークノート」の活用　等 ほか

知識・技能】
　宗教が人々に与えているものを理解するために
必要な知識を理解し，身につけている。
【思考・判断・表現】
人々の生活と宗教の関わりの資料を収集し，宗教
が人々の生活にもたらすものについて思考し，

その内容を分かりやすく表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
　公共的な空間における課題の解決を視野に，主
体的に社会に関わろうとしている

〇 〇 〇

28

【知識及び技能】
　各人の意見や利害を公平・公正に調
整することなどを通して，人間の尊厳
と平等，協働の利益と社会の安定性の
確保を共に図ることが，公共的な空間
を作るうえで必要であることについて
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　公共的な空間における基本的原理に
ついて，思考実験など概念的な枠組み
を用いて考察する活動を通して，個人
と社会との関わりにおいて多面的・多
角的に考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　公共的な空間における基本的原理に
ついて，日本国憲法を踏まえて現代社
会に見られる課題の解決を視野に，主
体的に社会に関われるようになる。

・指導事項
　近代立憲主義の原理を理解すると
ともに、各人の意見や利害を公平に
調整することの意味を理解する。ま
た、考える際に必要な倫理的な見
方・考え方も理解する。
・教材
　教科書、資料集、動画
・「ワークノート」の活用　等 ほか

【知識・技能】
　各人の意見や利害を公平・公正に調整すること
などを通して，人間の尊厳と平等，協働の利益と
社会の安定性の確保を共に図ることが，公共的な
空間を作るうえで必要であることについて理解し
ている。
【思考・判断・表現】
　公共的な空間における基本的原理について，思
考実験など概念的な枠組みを用いて考察する活動
を通して，個人と社会との関わりにおいて多面
的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　公共的な空間における基本的原理について，日
本国憲法を踏まえて現代社会に見られる課題の解
決を視野に，主体的に社会に関わろうとしてい
る。

○ ○ ○

中間考査
○

【知識及び技能】
　人権に関する基本的な理解を踏ま
え，個々の権利の内容に関する知識や
差別の現実と差別解消に向けた取り組
みに関する知識を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　人権に関する基本的な考え方を用い
て，主な訴訟や判例の妥当性などにつ
いて判断し，みずからの意見や主張を
分かりやすく表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
公共的な空間における基本的原理につ
いて，日本国憲法を踏まえて現代社会
に見られる課題の解決を視野に，主体
的に社会に関われるようになる。

○ ○

【知識及び技能】
　政治参加と公正な世論の形成，地方
自治などに関わる現実社会の事柄や課
題を基に，よりよい社会は，憲法の
下，個人が議論に参加し，意見や利害
の対立状況を調整して合意を形成する
ことなどを通して築かれていくもので
あることについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】

　自立した政治主体として解決が求め
られる具体的な主題について，合意形
成や社会参画を視野に入れながら，そ
の主題の解決に向けて事実を基に協働
して考察したり構想したりしたこと
を，論拠をもって表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
政治参加と公正な世論の形成，地方自
治などに関わる課題の解決を視野に，
主体的に社会に関われるようになる。

・指導事項
　政治と権力、議院内閣制と国会、
権力分立と行政・地方自治、司法の
役割、選挙制度とその課題につての
基本的な内容を理解する。
・教材
　教科書、資料集、動画
・「ワークノート」の活用　等 ほか

【知識・技能】
　政治参加と公正な世論の形成，地方自治などに
関わる現実社会の事柄や課題を基に，よりよい社
会は，憲法の下，個人が議論に参加し，意見や利
害の対立状況を調整して合意を形成することなど
を通して築かれていくものであることについて理
解している。
【思考・判断・表現】

　自立した政治主体として解決が求められる具体
的な主題について，合意形成や社会参画を視野に
入れながら，その主題の解決に向けて事実を基に
協働して考察したり構想したりしたことを，論拠
をもって表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　政治参加と公正な世論の形成，地方自治などに
関わる課題の解決を視野に，主体的に社会に関わ
ろうとしている。

○ ○ ○

期末考査
〇

期末考査
○

○ ○ ○
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○

２
学
期

Ｂ 政治分野
【知識及び技能】
　社会規範における法の特色に関する
基本的な理解を踏まえ，法の種類や法
の秩序に関する資料を活用して，社会
における法の役割や機能に関する知識
を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
　法に基づき社会を形成するという基
本的な考え方を用いて，成年年齢のあ
り方などについて判断し，みずからの
意見や主張を分かりやすく表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　法や規範の意義および役割に関わる
課題の解決を視野に，主体的に社会に
関われるようになる。

・指導事項
　法や規範の意義や役割について理
解する。
・教材
　教科書、資料集、動画
・「ワークノート」の活用　等 ほか

【知識・技能】
　社会規範における法の特色に関する基本的な理
解を踏まえ，法の種類や法の秩序に関する資料を
活用して，社会における法の役割や機能に関する
知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
　法に基づき社会を形成するという基本的な考え
方を用いて，成年年齢のあり方などについて判断
し，みずからの意見や主張を分かりやすく表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　法や規範の意義および役割に関わる課題の解決
を視野に，主体的に社会に関わろうとしている。

【知識及び技能】
　これまでの学習を振り返りながら，
社会に主体的に参画し，共に生きる社
会を築くという観点から課題を見いだ
す。
【思考力、判断力、表現力等】
　これまでの学習を振り返りながら，
課題の解決に向けて事実を基に協働し
て考察，構想し，妥当性や効果，実現
可能性などを指標にして，論拠を基に
自分の考えを説明，論述する。
【学びに向かう力、人間性等】
　これまでの学習を振り返りながら，
幸福，正義，公正などに着目して，現
代の諸課題を探究する活動に積極的に
取り組み，持続可能な地域，国家・社

会および国際社会づくりに向けた役割
を担う，公共の精神を持った自立した
主体として，現代社会に見られる課題
の解決を視野に主体的に社会に関われ
るようになる。

・指導事項
　GDP（国内総生産）と国富、物価変
動と景気変動の関係、デフレスパイ
ラル、少子高齢化問題、租税、社会
保障、戦後史に関する事項の確認を
し、生徒自身でこれまでに学習した
ことを基にして諸問題について考察
し、論拠を基に自分の考えを説明・
論述する。
・教材
　教科書、資料集、動画
・「ワークノート」の活用　等 ほか

【知識・技能】
　これまでの学習を振り返りながら，社会に主体
的に参画し，共に生きる社会を築くという観点か
ら課題を見いだしている。
【思考・判断・表現】
　これまでの学習を振り返りながら，課題の解決
に向けて事実を基に協働して考察，構想し，妥当
性や効果，実現可能性などを指標にして，論拠を
基に自分の考えを説明，論述している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　これまでの学習を振り返りながら，幸福，正
義，公正などに着目して，現代の諸課題を探究す
る活動に積極的に取り組み，持続可能な地域，国
家・社会および国際社会づくりに向けた役割を担
う，公共の精神を持った自立した主体として，現
代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に

社会に関わろうとしている。

○

１
学
期

・指導事項
　基本的人権（自由権、平等権、社
会権、新しい人権など）についての
基本的な内容を理解する。
・教材
　教科書、資料集、動画
・「ワークノート」の活用　等 ほか

【知識・技能】
　人権に関する基本的な理解を踏まえ，個々の権
利の内容に関する知識や差別の現実と差別解消に
向けた取り組みに関する知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
　人権に関する基本的な考え方を用いて，主な訴
訟や判例の妥当性などについて判断し，みずから
の意見や主張を分かりやすく表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　公共的な空間における基本的原理について，日
本国憲法を踏まえて現代社会に見られる課題の解
決を視野に，主体的に社会に関わろうとしてい
る。

○

○



３
学
期 18

 宗教・思想・伝統文化と社会
【知識及び技能】
宗教が人々に与えているものを理解す
るために必要な知識を理解し，身につ
ける。
【思考力、判断力、表現力等】

人々の生活と宗教の関わりの資料を収
集し，宗教が人々の生活にもたらすも
のについて思考し，その内容を分かり
やすく表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
公共的な空間における課題の解決を視
野に，主体的に社会に関われるように
なる。

・指導事項
　世界三大宗教と日本の伝統文化に
ついて理解し、人々の生活にもたら
すものについて考察する。
・教材
　教科書、資料集、動画

・「ワークノート」の活用　等 ほか

知識・技能】
　宗教が人々に与えているものを理解するために
必要な知識を理解し，身につけている。
【思考・判断・表現】
人々の生活と宗教の関わりの資料を収集し，宗教
が人々の生活にもたらすものについて思考し，

その内容を分かりやすく表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
　公共的な空間における課題の解決を視野に，主
体的に社会に関わろうとしている

〇 〇 〇

学年末考査
〇

合計

 ※ 公民（公共）という、教科（科目）の特性上、適宜「ニュース」や「トピックス」を取り入れるなど、社会情
勢・個々の生徒の実態に応じた授業を行っていくこと等から、進度の具合・順序に変更等が生ずる場合がある。
そのため、必ずしもこの「年間授業」通りになるとは限らない。これはあくまでも「計画」である。
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